
（電池内蔵形）

警告
安全に関するご注意

●施工は、施工説明にしたがい確実に行う。
　施工に不備があると停電時点灯しないほか、火災・感電・落下の原因となります。
●器具を改造しない。落下・感電・火災の原因となります。
●トンネル用照明器具（防噴流型）です。腐食性ガスが発生する場所には使用しない。
　器具落下や絶縁不良による感電の原因となります。
●この器具は下向照射専用器具です。器具の逆付けは行わない。落下防止金具が上になるようにして取付ける。
　浸水による感電や、器具落下の原因となります。
●照明カバーに衝撃を加えない。照明カバーの破損や落下の原因となります。
●照明カバーに欠けやひび割れが発生している状態で使用しない。
　感電や照明カバー落下の原因となります。
●表示された電源電圧（定格電圧±6%）・周波数で使用する。
　指定外の電源電圧・周波数で使用すると、火災・感電の原因となります。
●電気設備技術基準にしたがい必ずD種（第３種）接地工事をする。
　不備があると、感電・火災の原因となります。
●落下防止ワイヤーは確実に取付ける。取付けに不備があると、落下の原因となります。
●回路の途中にはスイッチを設けない。停電時点灯しない原因となります。
●蓄電池を短絡、分解等しない。火災・感電・やけど・破裂の原因となります。

注意
●この器具はトンネル用照明器具（防噴流型・防塵型）です。それ以外の場所では使用できません。
　落下・感電・火災の原因となります。
●LEDを直視しないでください。目の痛みの原因となることがあります。
●電源ケーブルは600Vビニル絶縁ビニルキャブタイヤケーブル又は600V二種EPゴム絶縁クロロプレン
　キャブタイヤケーブルと同等以上の性能を有するものをご使用ください。
　（3芯ケーブル2.0mm2～3.5mm2）仕上り外径φ10.5mm～12.5mm
　指定外ケーブルを使用すると浸水による感電・火災の原因となります。
●器具を施工する際は2人以上で作業を行ってください。
●周囲温度は、－10～40℃で使用してください。
　指定外の周囲温度で使用すると、器具の耐用年限が短くなったり、不点、火災の原因となります。
●直射日光の当たる場所には設置しないでください。過熱による故障・耐用年限が短くなる原因となります。
●内部の配線に注意して、ケーブル接続作業を行ってください。
●スイッチを接地側に取付けた場合、ノイズにより消灯後もLEDが薄暗く点灯する場合がありますので、
　必ず非接地側（電圧側）に取付けてください。（接地側の無い電源では両切りスイッチをお勧めします。）
●器具の取り付け取り外しは手袋など保護具を使用してください。
　けがのおそれがあります。

・器具の施工には電気工事士の資格が必要です。施工は必ず工事店に依頼してください。

施工説明 工事店様へ、この説明書は保守のためお客様に必ずお渡しください。

LEDトンネル照明器具
（防噴流型・防塵型）

取説No.NYR21221-T7

NYR21221 LF2
品番

NYR21222 LF2
NYR21223 LF2
NYR21224 LF2

5000K 側壁取付型

取付タイプ色温度

基本照明

用途器具光束
2700 lm
3500 lm
4200 lm
5200 lm

配光
省エネ重視
視環境重視
省エネ重視
視環境重視

保管用

施工説明書
取扱説明書
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各部のなまえと取付方法

1 本体を取付ける
①器具質量（14kg）に十分耐えるよう、取付部の強度を確保する。
②ケーブルグランドからグランドキャップ、パッキン（平板）、シール
　パッキンを取り外す。（無くさないようご注意ください。）【図1】
③六角ボルト（M10）（別途）を取付金具（別途）と本体の取付穴に通し、
　平座金（別途）、ばね座金（別途）、六角ナット（別途）を用いて
　本体を取付金具にダブルナットにて確実に締め付ける。【図2】
　（推奨トルク値：24N・m）
④落下防止ワイヤー（別途）を落下防止金具に通し、
　器具取付位置から上方に施工する。
　器具の取付に不備があると器具落下の
　原因となります。
・取付け後すぐに結線を行わない場合は、
　グランドキャップにパッキン（平板）、
　シールパッキンを入れ、ケーブルグランドに
　締め込み固定してください。【図1】
　（推奨締付トルク0.3N・m）
　守らないと湿気による絶縁不良の原因
　となります。

2 照明カバーを開ける
①ラッチ（4箇所）の取っ手を起こす。
②ラッチの押さえ部を起こし、照明カバーを開ける。
　照明カバーに無理な負荷をかけないよう注意して行ってください。
　照明カバーを確実に保持して作業を行ってください。
　不備があると、照明カバー破損の原因となります。

3 電源線・アース線を接続する
・本体にグランドキャップが取り付いている場合は
　グランドキャップを取外してください。
　（グランドキャップ内部のパッキン（平板）はこの後不要です。）
①電源ケーブル（別途）の先端の外被覆を剥く。（右図参照）
　適合ケーブル：φ10.5～φ12.5 （3芯ケーブル2.0mm2～3.5mm2）
②電源ケーブルにグランドキャップ・シールパッキンを通す。
　シールパッキンは取付方向性があるためご注意ください。（右図参照）
③本体内に電源ケーブルを引き込み、電源ケーブルの先端3本に
　絶縁被覆付R型圧着端子（M4用）（別途：3個）を取付ける。
　専用工具で圧着すること。火災・感電の原因となります。
④端子ネジ（3箇所）をゆるめ、電源ケーブルの先端を端子台に
　確実に接続する。（推奨締付トルク M4：1.2～1.8N・m）
　D種（第三種）接地工事が必要。
　接続が不完全な場合、火災・感電の原因となります。
⑤本体内の外被覆が25mm入るように調え、シールパッキンを
　ケーブルグランド内に押し込み、グランドキャップを確実に
　締め込み固定する。（推奨締付トルク1.8～2.5N・m）
　取付が不完全な場合、浸水による感電の原因になります。
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警告
●施工は、施工説明にしたがい、確実に行う。
　施工に不備があると、落下・感電・火災の原因となります。
●施工時は電源を切って作業する。
　感電の原因となります。

蓄電池

端子台

（2箇所）

（2セット）

ケーブルグランド

シールパッキン

グランドキャップ

蓄電池コネクタ

電源ケーブル
（別途）

ラッチ
（4箇所）

照明　
カバー

光源部
（LED）

落下防止
ワイヤー

（照明カバー用：
2箇所）
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4 蓄電池コネクタ（2箇所）を接続する
・接続が不完全な場合、停電時点灯不良の原因となります。
・蓄電池コネクタのリード線が線止めから外れた場合は
　線止めに入れ直してください。
※コネクタ接続時に点灯することがありますが、
　異常ではありません。

5 照明カバーを閉める
①電源線、アース線、落下防止ワイヤー（照明カバー用：2箇所）が
　噛みこまれていないことを確認しながら照明カバーを閉じる。
②ラッチ（4箇所）の押さえ部で、照明カバーを押さえる。
③「カチッ」と音がするまでラッチの取っ手を倒し、
　照明カバーを固定する。
　不備があると感電・火災の原因となります。 ラッチの

取っ手

照明カバー

本体

「カチッ」と
音がするまで
倒す

③

ラッチの押さえ部

押さえる

閉じる

②

①

各部のなまえと取付方法（つづき）

注意
●お手入れの際は、必ず電源を切って器具が十分冷えてから行ってください。感電・やけどの原因となります。
●殺虫剤などの引火物の噴霧は行わないでください。発火によるやけどの原因となります。
●布や紙など燃えやすいもので覆ったり、かぶせたりしないでください。発火の原因となります。
●LEDを直視しないでください。目の痛みの原因となることがあります。
●交換部品（蓄電池）は指定のものを使用してください。指定以外のものを使用すると、火災や停電時点灯しない原因となります。
●長時間器具を使用しないときは、蓄電池は外してください。蓄電池の劣化や短寿命の原因となります。
●照明器具には耐用年限があります。設置して10年（※1）経つと、外観に異常がなくとも内部の劣化は進行しています。
　点検交換してください。※1：使用条件は周囲温度30℃、1日10時間点灯です。但し蓄電池の寿命は4～6年です。
　・LED光源は光束維持時間が来ても、暗くなりますが点灯し続けます。点灯出来るからといって継続して使用が可能というわけではありません。
　・周囲温度が高い場合・点灯時間が長い場合などは耐用年限が短くなります。
　・6ヶ月に1回は蓄電池による点灯及び点灯持続時間の確認を行ってください。蓄電池を交換せずに長期間使用した場合、
　　蓄電池の経年劣化により所定の点灯時間が確保できなかったり、停電時に点灯しない可能性があります。
　・1年に1回は「安全チェックシート」に基づき自主点検してください。3年に1回は工事店等の専門家による点検をお受けください。
　　点検せずに長時間使い続けるとまれに落下・感電・火災に至る場合があります。
　　点検を行っていても、耐用の限度を超えて使用すると、火災・感電・落下などに至る場合があります。

警告
●器具を改造しない。落下・感電・火災の原因となります。
●蓄電池を加熱したり、火や水の中へ入れない。破裂する危険があります。
●蓄電池は分解しない。やけど・感電の原因となります。電池内の液は、皮膚や衣類をいためます。
●蓄電池をショートさせない。火災・破裂・やけど・感電の原因となります。
●万一、煙が出たり、変な臭いがするなどの異常が発生した場合、すぐに電源を切り、工事店に修理を依頼する。
　そのままで使用すると、感電・火災の原因となります。
●照明カバーに欠けやひび割れが発生している状態で使用しない。感電や照明カバー落下の原因となります。

・ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読みのうえ、正しくお使いください。
取扱説明 お客様へ、この説明書は必ず保管ください。

安全に関するご注意

使用上のご注意
・LEDにはバラツキがあるため、LEDユニット内のLED、および同一品番または、シリーズ品番でも
　商品ごとに発光色、明るさが異なる場合があります。あらかじめご了承ください。
・周囲の気温変化により、器具のガラス曇りが発生することがありますが、異常ではありません。

この器具は、“ニッケル水素電池”を使用しております。ご使用済みの“ニッケル水素電池”は貴重な資源です。
再利用しますので、廃棄しないで電池パックのまま充電式電池リサイクル協力店へお持ちしていただくか、
または“一般社団法人JBRC”に依頼してリサイクルしてください。

Ni－MH

■LED照明器具の光束維持時間は90,000時間（光束維持率80%）です。

取説No.NYR21221-T7

■リサイクル　照明器具を廃棄する場合は、法に基づいて適切に処理してください。（ニッケル水素電池は上記対応をお願いします。）

リード線

線止め

コネクタの形状を合わせ
確実に奥までまっすぐに差し込む

蓄電池コネクタ ヒューズ付コネクタ



保証について
・保証について‥‥‥

・保証書について‥‥
・補修用性能部品‥‥
　　の保有期間

この商品の保証期間は1年間です。ただしLED電源は3年間です。
電池などの消耗品は除きます。詳細は弊社カタログをご参照ください。
保証書が必要な場合は、弊社代理店または弊社営業所へお申し出ください。
弊社はこの照明器具の補修用性能部品（電気部品）を製造打ち切り後、6年間保有しています。
補修用性能部品には、同等機能を有する代替品を含みます。

周波数定格電圧 入力電流消費電力品番

50/60Hz共用AC200－242V

0.125－0.106A24.3W
定 格

0.148－0.125A28.9W
0.185－0.157A36.3W
0.226－0.189A44.6W

NYR21221 LF2
NYR21222 LF2
NYR21223 LF2
NYR21224 LF2

現　象 処　置考えられる原因

蓄電池の充電不足（保管時の自然放電や、施工時の放電など） 48時間以上充電する
蓄電池の寿命 蓄電池交換する

停電時に
点灯しない

蓄電池コネクタ外れ コネクタ接続する

故障かな？と思ったときは
表に従ってお調べいただき、なお異常がある場合は、すぐに電源を切り、工事店に修理を依頼してください。

お手入れについて

警告
必ず電源を切ってから
行ってください。
感電の原因となります。

警告
感電のおそれあり
交換作業中は光源部に
触れないこと

・器具の清掃について‥‥ 汚れを落とす場合は、石けん水にひたしたやわらかい布を
よく絞ってふきとり、乾いた布で仕上げてください。
シンナー、ベンジン、アルカリ系洗剤で拭かないでください。
変色・変質、強度低下による破損の原因となります。

交換蓄電池 NYK70003　(12V　2000mAh)　2セット

蓄電池交換の際は電源を切り、内部が冷めてから行ってください。

注）蓄電池の交換は2セット同時に行ってください。

・照明カバーの開き方・閉じ方は
　手順2・5を参照して行ってください。

蓄電池交換方法
各部のなまえと取付方法 （2～3ページ）の

1蓄電池コネクタの接続を解除する
❶蓄電池のリード線を
　線止め（2箇所）から外す。
❷蓄電池コネクタ（2箇所）を外す。

2蓄電池を交換する
❸蝶ナット（2箇所）をまわして外し、
　電池ホルダ（2個）と蓄電池（2セット）を
　外す。
❹新しい蓄電池（2セット）を
　電池ホルダ（2個）と蝶ナット（2箇所）で
　固定する。

3蓄電池コネクタを接続する
❺蓄電池コネクタ（2箇所）を接続する。
❻蓄電池のリード線を線止め（2箇所）に
　入れる。

電池ホルダは
蓄電池に乗り上げないように注意して
蝶ナットで締め付けください。

蝶ナット

本体

電池ホルダ

蓄電池

KE0920-070426

コネクタの形状を合わせ
確実に奥までまっすぐに差し込む

蓄電池コネクタ コネクタ ヒューズ内蔵
（10A）

❸❹
蓄電池
（2セット）

線止め
❶❻

線止め
❶❻

蓄電池コネクタ（2箇所）
　　　　❷❺　

❸❹
蝶ナット
（2箇所）

❸❹
電池ホルダ
（2個）

警告
感電のおそれあり
ヒューズ交換時は必ず
電源を切ってください。


